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秋田県内のスギ花粉飛散測定調査結果 (1999年～2009年）について
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秋田県内 3箇所のスギ花粉飛散測定調査結果 (1999年～2009年）では，内陸北部（大館市）のスギ

花粉飛散総数は 2008年の 8240個が最も多く， 1999年の換算値 376個が最も少なかった。また，この

11年間の同北部の平均飛散総数は 3972個であった。同様に沿岸部（秋田市）では 2008年の 4245個

が最も多く， 2002年の 198個が最も少なかった。沿岸部の平均は 1603個であった。内陸南部（横手

市）では 2009年の 7060個が最も多く， 1999年の換算値の 312個が最も少なかったつまた，同南部の

平均は 3277 個であった。 3 箇所の調査では，年によっては同一年の花粉飛散開始月日，花粉飛散ヒ°—

ク月日，及び花粉飛散終了月日の中で共に同じ月日がそれぞれ 2箇所以上みられた。スギ花粉飛散数

と前年各月旬の気象因子との相関では，大館市では 6月上旬の平均最高気温，及び秋田市・横手市は

6月中旬の日照時間との相関が最も高かった）また，今後ともスギ花粉症患者の発症予防対策，及び

生活の質の改善などへ寄与するためには同調査，並びに精度の商い予報や情報提供などを継続するこ

とが重要と思われた。

1.緒言

秋田県では， 1995年から本格的に花粉予防対

策事業））がスタートした。これまで秋田県健康

環境センターでは，スギ花粉飛散長期予報，及

びスギ花粉飛散期間中におけるスギ花粉飛散予

報情報等を作成し，それらの作成情報を県のホ

ームページ「秋田県花粉飛散情報」へ毎日更新

掲載するとともに，県内の各報道機関にも同情

報の提供をおこなってきた。今回は，同情報提

供のために 1999年から 2009年までおこなった

県内 3箇所のスギ花粉飛散測定調査結果につい

て報告する。

2. 調査及び方法
2. 1測定調査対象年

1999年から 2009年までの 11年間を対象とし

た。

2. 2測定箇所

内陸北部は秋田県大館保健所（大館市），沿

岸部は同健康環境センター（秋田市），及び内

陸南部は秋田県横手保健所（横手市）で行った 2

2.3花粉採集器

IS式ロータリー型花粉採集器（内陸北部・内

陸南部は 1999年～2000年まで使用し，沿岸部

は 1999年に使用した。），及びダーラム型採集

器（内陸北部・内陸南部は 2001年～2009年ま

で使用，沿岸部は 2000年～2009年まで使用し

た。）を用いた。

2. 4測定期間

スギ花粉飛散開始日（スライドグラスに 0.1

個以上／cm勺日のスギ花粉が 2日続けて測定され

た最初の日）からスギ花粉飛散終了日（スライ

ドグラスに 0.1個以上／cm2/日のスギ花粉が 3日

続けて測定されなかった日の前日）までの期間

とした。

2. 5測定方法

スライドグラスにワセリン（白色）を薄く塗

り，当日の 15時から翌日の 15時まで 24時間採

*l現由利地域振興局福祉環境部，＊ 2現聖證女子短期大学，＊ 3現福島県県南保健福祉事務所，＊4元秋田

県健康環境センター，＊5現中国 CDC慢性非伝染性疾病予防センター，サ北秋田地域振興局大館福祉環

境部，＊7秋田地域振興局福祉環境部，＊8平鹿地域振興局福祉環境部，＊，井谷耳鼻咽喉科医院
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集器に静置した，J

2. 6花粉観察方法

回収したスライドグラスのワセリン面にカル

ベラ液「（グリセリン 5ml, アルコール（エタ

ノール 95%) 10 ml,飽和フクシン（塩基性） 2 

滴，蒸留水 15ml)」を数滴落とし，その上にカ

バーグラスを載せ，カルベラ液が全面に広がるよ

うにしてスギ花粉の染色を行った。その後，頭微

鏡下 (IO倍x4倍・ 10倍X10倍）で染色スギ花粉

を観察し， 1C而当たりのスギ花粉数を求めてス

ギ花粉飛散数とした 3

2. 7ダーラム型花粉数換算値

1999年から 2000年の IS式ロータリー型花粉

採集器で得られた花粉数を， 2000年から 2003

年まで IS式ロータリー型花粉捕集器とダーラム

型採集器で同時に測定した各箇所の測定結果を

基に算出された数値 5で除して得られた数値を

同換算値とした。

2.8花粉飛散総数

スギ花粉飛散開始日からスギ花粉飛散終了日

までのスギ花粉飛散数の合計，または同換算値の

合計を同総数とした，

表1 花粉症関連研究及び花粉症対策事業の経緯

年 花粉測定
外来烹吾

雄花芽頂査 測定デ提ー供タ攪慢間供・予籍 予柑対象地ば 予91l区分 ンステム等 憤討会鴫 漏零
慎董

1995 
秋秋22田田保保県Ill鍾鱒衛衛所所生生十十科9465字学医"'1i11碕療療究究攪橿所所閏闇＋ ＋ 

9医贋費 全県3地
主管課 全員3地域 安定B・、主9日・警双B 花粉↑青計｝ンステム運用 花粉症対噴漬討会 花粉症子籾対贅事纂

＂ 
殴

1996 
9医撹噴 全県3地

主管課 全員3地填 安定日910日・誓双B 花粉情柑ンステム運用 花杓症対噴憤＂会 花粉症予籾対雙事纂
'¥ll 磁

1997 秋2田保員健膏所生十科5学医研療究橿所闇＋ 
8医隕攪 全県3地

主讐課 全員3地域 安定日，3曹日・誓戒日 花粉↑青柑ンステム運用 花粉疸対雙憤訂会 花粉症予籾対雙事璽
関 滋

1998 秋2田保農健衛所生十14医療究撮所闇＋ 
8医得機 全県3地

主管諜 全県3地域 安定日・，主・日・誓戌B 化粉惰柑ンステム'Hi花粉症対雙9會訂会 花粉症子訪9”責事菫
間 遥

199') 秋田頸 究檀所間＋ 8医穫機 全具3地 主讐課 全県3地域 安定日・，主・日・1f杖El 秋田県花粉情柑 花粉症対賓憤討会 花粉症予防対策事璽
2保健所十4医療 関 遥

2⑬ 秋2田保県健り所・十5．医．療攪間＋ 
8医攪機 全県3地

主管課 全県3地域
少なじやや多い・ 秋田県花粉飛計惰

花粉症対頸憤討会 花粉症予訪対策事●
間 ぱ 多LI・引賞に多LI

＂ 

2001 秋田県 2ー保・健・.所• 
+ 9医搾撼 全県3地

主管課 全県3地域
少なしいやや多い・ 秋田県花粉飛り＂＇ 花粉症対積IJ討会 花粉症予防対噴事纂

間 は 多 L1•H賞に多 L, 籍

2002 
秋田県• : -+ 9医隈損 全県3地

主管諜 全県3地填
少なし，やや多い・ 秋田県花粉飛れ情

花粉症対賓検討会 花粉症予籾対噴事纂
2保健所 間 凶 多し・非賞に多L、 帽

2003 
秋田 + 9医得調 全県3地

主管課 全県3地域
少なし・やや多しヽ・ 秋田県花粉飛"'’ 花粉症対賓憤訂会 花粉症子訪対賓事菫

2保健所 間 ぼ 多し 1t賞に多L, 柑

2004 
秋田 所＋ 9医樗調 全県3地

主管課 全県3地域
少なし1・やや多L、 9史圧県花ひ飛計情

花円症灯噴憤討会 花杞厄予朽対環事纂
2保健所 閲 は 多し• 99常に多L, 柑

2005 
秋田 + 9医隕鴨 全県3地

主管課 全県3地域 少なしいやや多l・・ 秋田県花粉飛計1,
花粉症対雙憤tt会 花粉症予＂対雙事璽2保健所 ” は 多し・非賞に多し， 帽

2006 秋田員優+蹟2保環健墳所センター
9医隕攪 全県3地

秋田県健讀環墳センター 全員3地填
少なしやや多l\• 秋田県花粉飛計1,

花粉症対隕憤訂会 花粉症予庄対頸事纂
＂！ は 多し，．非常に多し 稽

2007 秋田隕健+2康保環健墳所センター
9医隕攪 全県3地

秋田県健康環墳センター 全員3地域
少なし，・やや多l•,• 秋田県花粉飛討↑＇

花粉症対策憤ti会 花粉症予訪対簑事纂
関 這 多し，．非常に多い 輯

2008 秋田県健+2康保環健墳所センタ
9医珊憬 全県3地

秋田県健庫環墳センター 全農3地域
少なし，・やや多じ 秋田県花粉飛tt1青

任恵の検討会 花粉症予訪対策事纂
間 ば 多じ•9じ常に多し＼ 轄

2⑬ 秋田舅 +-:-2:::保̀•一健，．所こンタ 9医攪構 全県3地 秋田県健庫環墳センター 全隕3地域 少なし＼・やや多L¥ 秋田県花粉飛枯1,
任意の検討会 花粉症予訪対第事攘llll 滋 多じ非常に多し， 郭

^^  ̂ ̂’← ^ ̂ ^̂ ’ー・n.......

3. 結果

図1及び表 2に 1999年から 2009年までの内

陸北部（大館市）におけるスギ花粉飛散状況を示

した。同北部ではスギ花粉飛散総数が 2008年の

8240個が最も多く， 1999年の換算値 376個が最

も少なかった。また， 11年間の同北部の平均飛

散総数は 3972個であった。スギ花粉飛散開始で

は2000年 2月 11日が最も早く， 2005年 3月 19

日が最も遅かった。花粉飛散ヒ°ークでは 2008年

3月 27日 (1014個）が最も早く， 2007年 4月 19

日 (301個）が最も遅かったつまた，花粉飛散終

かった，）また，同年間の平均は 1603個であった。

開始では 2007年 2月 20日が最も早く， 2003年 3

月 22日が最も遅かった。ピークでは 2004年 3

月 17日 (115個）が最も早く， 2007年 4月 17

日(I32個）が最も遅かった3 また，終了では 2004

年4月 18日が最も早く， 2006年 5月8日が最も

遅かった。開始から終了日までの平均日数は 51

日間であった。

また，図 1及び表 4の内陸南部では総数が 2009

年の 7060個が最も多く， 1999年の換算値の 312

個が最も少なかった。また，同年間の平均は 3277

個であった。開始では 2007年 2月 17日が最も早

<, 2000年 3月 18日が最も遅かった。ヒ゜ークで
は2002年 3月 21日 (262個）が最も早く， 2007

年 4月 17日(144個）が最も遅かった。また，

終rでは 2004年 4月 22日が最も早く， 2005年 5

了では 2002年と 2004年の 4月22日が最も早く，

2008年 5月 13日が最も遅かったコ花粉飛散開始

から終了日までの平均日数は 62日間であった3

図 1及び表 3の沿岸部では総数が 2008年の

4245個が最も多く， 2002年の 198個が最も少な
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月9日が最も遅かっfこ開始から終了日までの平

均日数は 58日間であった，）

表 2から表 4の 3箇所では，年によっては同一

年の開始月日，ピーク月日，及び終了月日のそれ

ぞれの中で共に同じ月日が 2箇所以上みられ，開

始月日が共に同じであった年数は併せて 9年間

みられた。また，ピーク月日では 9年間，及び終

了月日では 6年間であった。

表5には3箇所の各年におけるスギ花粉飛散数

と前年6月各旬の気象因子(1998年6月から 2008

年6月）との相関を示した。大館市では 6月上旬

の平均最高気温との相関係数 (0.779) が最も高

かった。また，秋田市では 6月中旬の日照時間と

の同係数 (0.912) が最も高く，横手市でも 6月

中旬の日照時間との同係数 (0.728) が最も高か

った。

表 6から表 8には同様に前年 7月各旬から 9

月各旬までの気象因子 (1998年 7月～9月から

2008年 7月～9月）との相関を示したが，各月旬

の気象因子は前年 6月に比較して相関は低かっ

た3

（個訥／cm勺ンーズン）
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図1 秋田県内のスギ花粉飛散状況（ 1999年～ 2009年）

2008年 2009年

表2 1999年から2009年までの内陸北部（大館市）におけるスギ花粉飛散状況

花総粉数飛（盾敵） 
花粉飛散 当核年討間1月始1前日Bかまらで花 花で当の該粉日年飛薗散1月開1始日前か日らま 花粉飛計ピーク月日 飛当晨高1舷貧ピ年気ー温1月ク累1日1日爪前か度日ら）ま花で粉の当花まで該粉の年飛日散1月数ビ1ー日クか前ら日 花粉闘 花粉飛散開始から

年 粉飛
開始月日 の最高気温累積（度） （個／cm’IB) 終了 終了日までの日散

2I 月曰：： X709.. ，， 2 1月：10.9

l999 376（ず 3月3日 6l8 
4月2B 2月： 70.2 (3頌．9)

91日 4月27日 56日3月2日： 14.8 (33個） 3月： 221.2
(135.9) |4日1口 16.6

l円：ジ .̀9 9月： 94.1

2000 3295iが 2月II日
2月108:37.4

4lB 
4月68 2月：力5 (408) 

968 5月10日 90日
(532個 3月： 182.1

(1 3 1. 5) la曰RR O~` 
1月： 10.6 1月： 106 

2001 770個 3月17日
2月：35.7

758 
4月］18 2月： 35.7 (401 5) 

100日 5月7日 528 
3月16(B104:5.1)8.4 

(Im涸 | 43 月月： 1 20 2. 2 OR: 153 
1月： 56.8 1月： 56,8

2002 1585/固 3月9日
2月： 108.8 67日

4月2日 2月： IOR8 (429.9) 
91日 4月22日 45日

3月8日：29 (453個 3月： 249.5
(194,6) 14日1口： 14,8

1月： 29.2 1月： 292 

2003 4118([!1 3月1E
2月28日：80.9

59Ei 
4月BB 2月：即．9 (387.4) 

97日 4月28日 59B (7即個） 3月： 185.1
(l l o. l) |，， a..,ロo.,

1月：46.8 1月：46.8

2004 4068濯 2月27日 2月268:882 578 
3月3IB 2月： 99.6 (366.3) 90日 4月22日 56日
(1072{Ill) 3月30日：219.9

(1̀̀¥ 
1月：40.9 1月： 40.9

200, ~373個l 3月19日
2月： 22 77E 

4月12日 2月： 22 (326.2,l IOI日 5月9日 52日
3月18日：559 (111211l1) 3月： 144.9
(118.8) |4日11口 11“

1月： •I,5 9月： •I5 

2006 1769僅l 2月お日 2月24日：“5 558 
4月II日 2月： 82.3 (337.3) 

100日 5月12日 77日
(964個） 3月：］87.8 

(63) |4日IOR・邸．7
1月： 97 1月： m

2007 3077涸 2月四日 2月218:94.4 52El 
4月19日 2月： 136.1 (612) 108日 5月7日 57日
(3(lll匝） 3，，月B：l 187.6 

(191.4) 8R 1913 
1月： 176 1月： 17.6

2008 8240個 3月88
2月： 57.2

67B 
3月27日 2月： 572 (3223) 

86日 5月13日 67日
3月78:23.9 (1014個 3月26日：叫7.5
“IA 7) 

1月： 69.1 1月： 69.l

2009 7019個 2月20日 2月19日：60.1 50日
4月58 2月： 87.4 (415 9) 94日 5月2B 72Ei 
(13“)個）

3A 月BA：2□10 .ADA 
II?9 ?¥ 

平均 3972噛 ／ ／／  6(1日 ／ ／  ／／  96日 ／／  62日
※：霞尋II
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表3 1999年から2009年までの沿岸部（秋田市）におけるスギ花粉飛散状況

花総粉数飛（個散） 花開粉始飛月散日

当核年1月1Bから花
ま当花で該粉の年飛日散1月散開1始日前か日ら

花粉飛舷ピーク月日 飛最当駁高l責ビ気年ー温1月ク累1日91日前（か濱日ら）ま花で粉(1) ま花当で該粉の年飛日1散月数ビ1ー日クか前ら日 花終粉了飛月散日 花終粉了飛日ま散で開の始日か数ら年 粉飛牧開始前日まで
((1!1/cml1日）の昂高気温累積（頂）

1月：845 1月：84.5 

1999 977涸嶽 3月13日
2月： 110.3

71 B 
3月278 2月： 11OJ (419.5) 

85日 4月26日 45日

3月1219日‘：゚7^3.8 
(254 i~) 3月26日：2247 

1目： 149.4 1月： 149.4

2000 2328個 3月18日
2月：817 

778 
4月68 2月：81.7 (500.J) 

968 5月7日 51日
3月17日：90.8 (809個） 3月：2123
Iコつ10‘ 14月5R: ~67 

1月：47.5 1月：475 

2001 5011国 3月17日
2月：56.3

758 
4月9B 2月：56.3 (446,J) 

988 5月1日 46日
3月16日782 (162個）

I A3 月月8： 2R4 0: ..5 1 01 0 (Im) 

1月： 113.3 1月： 1133 

2002 1981固 3月9日 2月： 152.5 678 
3月218 2月： 152.5 (428.5)

79B 4月22日 45日
3月8日：409 (61 f匝 3月20日： 162.7
（つ応7)

1月：87.5 1月：87.5

2003 1190涸 3月22日
2月： 1129 

808 
4月4B 2月： 112.9 (460.9) 

93B 4月25日 35日
3 月21（日ヽ1：11 197) .5 

(255個）
34 月月3： 22日5：• 348 ． 1 

1月：95.9 1月：95.9

2004 526個 3月16日
2月： 161I 

75B 
3月l7B 2月： 16!I (354.4) 

76日 4月18日 34日
3 月15{日っ‘：̂83£.ヽ6 

(ll 5個I 3月16日：97.4

1月：99.5 1月：99.5

2005 224]涸 3月7日
2月：55.?

65 B 
4月12日 2月：55.7 (473.8) 

100日 5月6日 61日
3月6日“：“9.7o¥ 

(499｛固 3月： 191.3
4月IIA: 127.~ 

1月：55.6 1月：55.6

2006 2456涸 2月お日 2月248: 93.S 55日
4月11日 2月： 117.3 (492.8) 

100日 5月8日 73日
(8401固 3月：233.6

(149.I) 14日1ORm: 2 
1月：I71.2 1月： 171.2

2007 l059個 2月20日
2月198:119

508 
4月L7B 2月： 188..5 (761.7)

106日 5月2日 57日
(132個）

34 月月：1 62 2日5： 17 7 (290 2) 

1月：71.8 1月：71.8

2008 4245個l 3月9日 2月：83.2 68日
3月24日 2月：83.2 (376.9) 

83日 4月30日 53日
3月8日：397 (ll731箇 3月23日：221.9
/10.t.,¥ 

1月：128.5 1月： 128.5

2009 1916個 2月21日
2月20日：96,4

51日
4月12日 2月： l35I (665.2) 

101日 4月25日 64日
9303憚I

1 34 月月： 11 2 4R8 .:9 15 2 7 I.,.,A Q¥ 

平均 1603個 ／ ／／  67日 ／ ／  ／ 93日 ／／  51日
※•慢算9

表4 1999年から2009年までの内陸南部（横手市）におけるスギ花粉飛散状況

年 花総粉数飛（盾散） 花開粉始飛月敵日 粉当該飛年れ1開気月始温1前累日積日かま（ら度で花） 花全当で該粉の年飛口散1月綱開1始日前か日ら
花粉飛計ピーク月日 最飛当！粒高責ピ年気ー温1月ク烹1日積日前（か度日ら）ま花で粉の 花全当で該粉の年飛口散1月騎ピ1ー日クか前ら日 花終粉了飛月散日 花終粉了飛日散まで開の始日か数ら

の昂高 (1固／cm2/8)

1月： 15.4 1月： l5.4 

1999 312個・ 3月13日
2月：41.9

71日
4月10日 2月：419 (325) 

99日 4月30日 49日
3月12(B1:10 521.¥ 8 

(24個）
1 34 月月9： l日88： • 75 9, 2 

1月：87 1月：87

2000 4393個青 3月18日 2月：28.2 77日
4月6日 2月：28.2 (305.8) 96日 5月8B 528 

3月17{日1“：S‘0.8 
(7921園）

1 34 月日e： lロ43・.46 7 

1月：・17.3 1月： •I 7.3 

2001 1199（目 3月17日
2月：）0.8

7'8 
4月11日 2月： 10.8 (322) l(l()日 5月7日 52日

3月16日：53I (208個） 3月： 178.4
{Â  ̂ IA 131^口 1＜̂’

1月：63.6 1月：63.6

2002 1558個 3月1日 2月28日：956 59日
3月21日 2月：956 (287.5) 

79日 4月23日 548 
(2621園） 3月20日： 128.3

(1~9 2) 
1月：33.8 1月：33R

2003 4135個 3月1日
2月28日：74.3

59日
4月4日 2月：74.3 (3~ 1.1) 

93日 4月23日 SB  (9361国） 3月：204
(108.1) |4日，，ロ`゜

1月：51.2 1月：51.2

2004 1874偲i 2月27日
2月268:1023 

578 
3月30日 2月： 113.8 (381 8) 

89日 4月22日 568 
(39211!1) 3月四日：216.8

(153 5) 

1月：50.2 1月：50.2

200S 4684傷l 3月8日 2月：22.6 66日
4月12日 2月：226 (326」) 101日 5月9日 638 

3月7日(0：18.4つヽ
(68511!1) 

3A 月B：II13ロ9.・81 1̀ ` 

1月：4.6 1月：4.6

2006 4781傷l 3月4日
2月：84.5

62日
4月II日 2月：84.5 (377. 7) 

100日 5月8日 66日
3月3日：9.2 (11251個） 3月：203.9
(OA ̀¥ 4日1/)口四 7

1月： 108.H 1月： 108.8

2007 10”｛届l 2月17日
2月168:57.7 47日

4月17日 2月： 132.4 (6l9.9) 
106日 5月2日 6()日

(1449目） 3月： 197.7
(166.5) 4 日 l i, •IRI

1月：6.9 1月：6.9

2008 496(li届l 3月9日 2月：38.4 68日
3月24日 2月：38.4 (229.2) 

83B 5月7日 60日
3月8日(71l：31.7 （刃0涸） 3月23日： 1839 

1月：88.4 1月：88.4

2009 7060個l 2月20B
2月19日：67.9

50日
4月5El 2月：106.1 (478.7) 

94日 4月27日 67日
(8l9(1ll) 

34 月Fl4：2R36: .4S 7.7 (156.3) 

平均 3277{届l／／  ／ 63日 ／ ／ 95日 ／／  58日
※：換算Iii
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表 5 各年の大館市・秋田市・潰手市におけるスギ花粉飛散総数と 6月の各旬気象因子との相閲について

年 飛スギ散花総粉数
大＂市前年 6月日平均気温 大館盈前年 6月平均最嘉気温 大＂市前年 6月日照時間
上旬 中旬 下旬 上 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1999 376 15 9 I 8.7 20 20 9 22 9 23 9 25.3 37 37 

2000 3295 18 2 20 4 20.8 23 6 26 3 26 53 7 41 8 42 3 

2001 770 1 7 4 I 9 9 22 2 2 I 25 8 26 6 39 3 43 5 1 9 l 

2002 1585 18 1 I 6 7 20 5 23 21 1 2 4 9 4 1.6 40.6 3 6 5 
2003 41 18 1 7 6 I 8 2 1 7 23 4 22.8 22 7 68 5 28 2 62 6 
2004 4068 I 7 20 5 l 8 9 2 4 l 25 4 23 4 70 20l 2 4 8 
2005 5373 I 7 7 18 20.4 24 2 23 6 24 4 53 4 49 4 7 7 
2006 5769 1 8 5 I 9 2 22 2 25 2 24 2 27 6 28 4 2 6 5 24 9 
2007 3077 1 6.4 19 1 20 4 2 2 2 245 26 2 40 6 2 9 5 49 2 
2008 8240 1 B-6 20 1 21 4 25 6 27.3 26 4 7 3 5 7 5 2 41 8 
2009 7019 1 7 3 l 1 2 19 2 22 8 23.7 25 1 3 6.7 42 7 5 2 6 
相関 係数 0 531 0 02 6 -0.027 0 779 0 359 0 I 84 0 427 0 405 0 129 

年 飛スギ散花総粉数 秋上田旬市 前生旦中且旬一日平均下気旬温 秋田 旬市 前年 6中月旬・平均最嵩気温 秋田市前年 6月日照時間
上 下旬 上旬 中旬 下旬

1999 977 I 7 3 1 8 7 1 9 7 2 I 7 22.I 22 9 3 7 9 37 2 45 I 

2000 2328 I 8 20 4 20 8 22 2 24 9 2 5 2 70 9 61 3 6 5 4 
2001 501 I 7 I 1 9 7 21 7 21 24 26 53 56 3 34.1 

2002 198 19 1 1 7 8 20 2 22 6 21 2 23 4 50 1 36 4 38 4 
2003 1190 l 8 4 1 9 7 1 B 3 2 2 7 24.2 22 8 8 7 8 42 6 80 9 
2004 526 l 8 1 21 20 1 23.4 2 5 23 4 92 9 34 5 33.6 

2005 224 1 I 7 9 1 8 9 21 5 22 3 228 25 1 49 4 70 2 7 1 7 
2006 2456 I 9 9 20 5 23 1 24 3 23 9 26 8 7 4 63 2 50 2 
2007 1059 I 7 3 20 21 I 21 3 24 I 25 3 6 5 7 3 7 2 6 6 6 
2008 42 45 I 9 5 20 9 22 2 4 1 25 9 25 9 80 9 7.4 5 7 2 
2009 I 9 I 6 18 1 I 8 2 2 l 4 2 2 I 22 6 26 5 52 6 2 3 67 3 
祖閲 係数 0 512 0 399 0 520 D 551 0 505 0 549 0.233 0 912 0 429 

年 飛スギ散花総粉数 因 前年 6月日平均気温 漬手市前年 6月平均最高気温 潰手市前年 6月日照呻間
中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1999 31 2 1 6 7 I 8 9 20 1 21 I 22 7 24 30 2 26 9 34 2 
2000 4393 1 8 3 20 20 5 23 7 25 4 25 4 63 2 4 4 8 54 8 
2001 1I99 I 7 7 20 f 21 9 22 6 25 I 26 6 4 7 5 4 4 I 30 3 
2002 1558 I 9 I 7 8 20 4 2 3 7 21 8 2 4 3 51 8 28 3 22 4 
2003 4135 1 8 7 I 9 5 18 I 2 4 7 24 3 22 5 7 9 2 36 2 63 8 
2004 1 8 7 4 18.3 2 l 8 20 I 24 9 25 9 23 9 7 5 3 1 8 8 28 7 
2005 4684 18 I 19 1 2 2.2 24 3 2 4 5 26 5 6 5 4 57 22 4 
2006 4781 20 I 20 9 23 3 25 9 25.5 28 3 53 9 4 4 39 5 
2007 1094 I 7 4 20 3 21 9 22 7 2 4.7 2 7 4 49 8 2 5 5 63 8 
2008 4960 I 9 5 21 1 2 2, 25 3 27 B 26 6 82 4 9 8 3 53 6 
2009 7060 18.6 18 6 21 5 23 6 2 4 8 26 8 55 2 73 4 58 I 
祖関 係数 0 61 9 -0 005 0 228 0 603 D 453 0 31 5 0 501 0 7 2 8 0 38-4 

表 6 各年の大館市・秋田市・損手市におけるスギ花粉飛散総数と 7月の各旬気象因子との相関について

年 飛スギ訥花総粉数 大上館旬市 1 i1年 7月日
平均気澪 大'9市前年 7月平ゼ 最菖気温 大＂市前年 7月日照時間

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
1999 376 22 5 20 8 2 4 6 25 1 27 3 29 8 2 93 9 43 1 
2000 3295 19 9 24 8 26 6 2 4 1 29 8 31 2 58 7 30 8 37 5 
2001 770 22.5 23 6 2 5 7 26 9 27.3 30 6 34 8 14 I 4 7 1 
2002 1585 2 I 9 24 23 8 26 5 27 2 7 6 55 24 3 41 I 
2003 4118 2 l 5 22 2 24 3 2 5 5 25 2 29 5 9 5 6 7 49 3 
2004 4068 I 9 2 I 9 5 1 9 -4 23 7 24 23 9 I 6 5 32 8 40 6 
2005 5373 22 3 21 5 2 5 4 28 246 3 I 7 26 6 2 6 70 9 
2006 5769 18 9 21 3 2 2 3 23 6 26 2 7 2 27 2 7 7 39 3 
2007 3077 20 4 22 1 21 2 23 6 26.5 25 6 19 8 22 34 
2008 8240 20 20 1 22 25 9 24 8 2 7 5 5 7 3 38 3 51 6 
2009 7019 22 6 22 7 23 4 28 I 2 7 I 28 J 29 4 30 2 -41 5 
祖関 係数 -0353 -0 382 -0 340 0 159 -0.443 -0 191 0 239 -0 279 0 272 

年 飛スギ散花総粉数
秋田市 1n 生中 月 日平均気温 秋田百市 前年 7月平均最嵩気温 秋田市前年 7月日照時間
上旬 旬 下旬 上 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1999 977 22 I 22 2 26 7 2 4 7 2 7 6 31 3 6 I I 06 4 5 5 7 
2000 2328 21 25 4 2 7 I 25 I 29 8 31 3 66 4 41 8 50 6 
2001 501 2 2 2 23 9 26 3 2 5 2 2 7 3 30 7 46 5 25 9 62 8 
2002 198 26 9 2 4 7 24 8 25 9 2 7 8 28 7 58 30.6 4 4 5 
2003 1190 22 9 22 8 25 4 26 2 25 8 30 2 2 5 8 14.1 75 8 
2004 526 20 3 20 5 21 6 23 8 2 4 2 25 8 33 7 52.6 48 5 
2005 2 2 4 1 23 4 2 2 I 26 7 2 7 7 23 9 31 3 49 9 I I 09 5 
2006 2456 21 I 22 3 23 2 24 4 2 5 4 27 38 I 35 46 9 
2007 1059 21 2 2 7 22 7 2 4 25 6 26 I 23 3 23 4 4 4 5 
2008 4 2 4 5 21 2 22 8 2 2 9 26 2 26.5 26 5 73 8 3 5. 4 60 2 
2009 ! 9 I 6 22 9 23 5 2 4 6 2 7 2 26.9 28 4 3 8 34 8 50 8 
祖関 係数 -a 353 0016 -0 092 0 346 -0 01 I -O I 42 0.524 -0 152 0 207 

年 飛スギ穀花総粉数
憎手市前年 7月日平均気温 墳王上万t直旬 前年 7月 平均最高気温 潰手市前年 互旬 日照時間
上旬 中旬 下旬 中旬 下旬 上旬 中 下旬

1999 3 1 2 2 2 7 21 8 25 7 277 303 5 6 9 7 7 49 I 
2000 -4393 20 9 25 3 26 9 2 5 3 29 8 31 6 59 6 24 4 50 7 
200 l 1199 2 2 4 24 1 26 26 8 28 I 30 8 34 7 25 56 6 
2002 I 5 5 8 2 2 5 25 1 24 8 26 9 29 3 2 9 5 4 7 7 2 7 9 48 2 
2003 4135 22.6 23 25 8 2 5 9 26 6 31 11 I 2 9 73 8 
200-4 1874 20 1 20.8 21 I 24 25 4 25 24 3 34 6 40 5 
2005 4684 24 22 26 5 2 9 4 24 2 32 3 44.1 0 8 94 3 
2006 4781 2 l l 22 6 23 3 2 4 8 2 6 7 27 7 2 7 5 32 35.6 
2007 1094 21 4 23 I 22 25 26 4 26 I 7 l 15 B 32.7 
2008 4960 21 21 9 22 8 26 4 25 8 2 7 8 6 78 3-4 9 66 I 
2009 7060 2 3 5 2 4 2 24 4 28 6 28 2 28 8 50.8 40 43 
祖関 係数 0 1 91 0 200 0 111 0 4 I 6 -0 1 06 0 160 0 578 -0 330 0.269 
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表7 各年の大館市・秋田市・横手市におけるスギ花粉飛散総数と 8月の各旬気象因子との相関 1こついて

年 飛スギ散花総粉数
大館市 ii1年 8月日 平均気温 大館市釦 年 8月平だ 最高飼温 大館市前年 8日日肝時間

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1999 376 22.9 23.1 22.6 26.5 27.2 26.5 15.9 16 40 
2000 3295 28.6 2 7.7 23 5 35 3 32.6 2 7 5 98.2 6 7 4 20 6 
2001 770 26.3 24.9 26 31 4 30, 7 3 1.6 60.3 93 6 6 9.5 
2002 1585 22.3 23.7 23.4 26 9 29、6 28 56.5 81.5 4 7 3 
2003 4118 24.4 20.6 21.7 28 1 23.7 26.8 11.8 11.4 64.3 
2004 4068 23.2 20.7 21.4 2 7 3 25.3 25.4 21.9 23 33.6 
2005 5373 25. 7 20.7 20 8 31.2 25.5 27 44 27.5 59. 7 
2006 5769 25.9 25.3 22.9 3 1.9 30.8 28.1 40 53 6 55 6 
2007 3077 25.2 26.3 23.3 3 1.5 32.7 29 67.6 57.8 5 7 1 
2008 8240 23.8 25.4 21 8 28.3 31 1 2 7 6 20.2 57.3 6 1.2 
2009 701 9 23.6 22.7 20.3 2 9.9 28.2 24 1 59 51 6 26 4 
相関 係数 0.004 -0.075 -0.6 74 0.112 -0.031 -0.453 -0.164 -0.161 -0 016 

年 ス飛ギ散花総粉数 秋田市前彗且旬 日平均気温 秋田市前年 8月平均最高気温 上秋旬田市 前年中旦旬月 日照堕下！旬i 
上旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1999 977 23.8 23.6 23 2 2 7.2 2 7.3 27 21.6 30.8 48.7 
2000 2328 29.8 28.3 24 3 35 3 32.6 28 118.3 68.8 2 6.1 
2001 501 27.1 26 4 27 31.6 31 7 32 95.5 106 8 90 3 
2002 1 98 23.5 25.2 24.2 2 7 9 30.6 28.4 63.4 90 7 52.3 
2003 1190 26.3 23.2 23.5 29.3 26.4 26.2 18.8 11.9 85.8 
2004 526 24. 7 22.2 22.6 28 5 26.3 25.9 32.8 33.9 25 
2005 2241 27.3 23.1 22.7 31 9 26. 7 27.6 6 9.2 44.2 7 6.4 
2006 2456 27. I 26.5 24.4 31.6 30.6 28.7 70 3 58 68.9 
2007 1059 26 28.3 25.3 30.2 33.4 29. 7 90.6 84 8 74.5 
2008 4245 25.4 26.8 23.3 2 9 6 30.8 27.5 32.6 6 9.2 61.1 
2009 191 6 25 24.5 22.5 2 9.5 29 2 6.1 77.8 56.1 31.9 
相関 係数 0.354 0.321 -0 293 0.3 70 0 154 -0.181 0 000 -0.073 -0.032 

年 飛スギ散花総粉数 横上手旬市
訂年 8日日 平均屹温 構手市前 年8日平辻 最高気温 墳手市前年 8日 E照時間
中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

199 9 312 23.5 23.3 22.9 2 7.3 28 2 6. 7 17 3 35.1 40.8 
2000 4393 29.2 28.1 23.2 3 5.4 33 3 26.9 I 02 8 63.9 19.2 
2001 119 9 26.5 26.1 26.1 31.9 31. 7 32 69.5 87 85.8 
2002 1558 22.8 25.2 24.2 2 7.1 30.5 28.8 53.7 80.2 46.6 
2003 4135 26 22 9 23.5 30.3 25.6 29 22.9 10.2 79.3 
2004 1874 25 21.8 22.4 29 3 25.6 26 1 34 25.1 18.5 
2005 4684 2 7.2 22,4 22.1 32 2 2 7.2 27.8 64 45.4 81.2 
2006 4781 27 25 9 24 32 4 30.9 29.3 5 6.6 46 2 66 
2007 1094 26.2 27 8 24.8 31.9 33.6 30.1 84.4 7 5.6 58.3 
2008 4960 25.B 26 5 22.4 31 31.3 27.1 52.3 64 52.2 
2009 7060 25.1 24.4 21.8 30.7 29.6 25.9 81.2 55.4 35 6 
相関 係数 0.41 9 0 009 -0.5 73 0 4 54 -0.035 -0.394 0.326 -0.180 -0.014 

表 8 各年の大館市・秋田市・横手市におけるスギ花粉飛散総数と9月の各旬気象因子との相関 1こついて

年 飛スキ散花総粉数 大館市前年 9百月 日平均気温 大館市前年 9月平均最高気温 大館市前年 9月日殷塁舟
上旬 中 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

199 9 376 22.1 21 2 20.4 28.2 2 6.3 24 7 6.1 30.6 17 2 
2000 3295 22.3 20.1 1 9.4 2 7.5 23.9 24.6 42.1 12.8 50 1 
2001 770 2 1.8 2 1.8 18 2 26 2 6. 7 23.2 30.3 46 7 29.1 
2002 1 585 2 1.6 1 9 2 13.1 26.8 22.9 20.3 53.5 1 9.9 6 6.3 
2003 4118 22.3 1 6.8 15 2 27. I 22.2 20.5 60.5 38 45.2 
2004 4068 19.5 1 9.2 14 9 24.4 24.4 20.6 22.I 3 7 2 38 2 
2005 5373 20.9 18.7 1 7 8 26.8 24.3 2 2.4 35 44 1 38.3 
2006 5769 21.3 1 9.7 1 5.7 26.2 25 21.5 26.5 53.1 56.2 
2007 3077 20.9 1 8.7 1 5.7 26.9 23.7 2 2.6 48.6 40.7 65.7 
2008 8240 22 5 20.7 1 7.4 26.6 25.4 23.9 23.3 33.3 54.4 
2009 7019 22 3 1 9.2 1 4.1 28.6 2 6.9 20.4 6 4.6 72.6 3 7.5 
相関 係数 0.0 92 -o 2 74 -0.281 0.0 I 2 0.074 -0.16 7 -0.364 0.441 0.278 

年 飛ス散ギ花総粉数
秋田市前年 9月日平均気温 秋田市前年 9月平均最高気温 整上 田市前年 9月日殷時間
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 旬 中旬 下旬

1999 977 23 22.2 21.3 2 7 8 26.5 24 3 93.3 36 5 18.3 
2000 2328 23.3 21.2 21 2 7 6 24.9 25.9 6 2.2 12.3 53.7 
2001 501 23 23.4 18.8 27 28 22.9 3 9.4 61.7 35.9 
2002 1 98 23.5 21.4 1 5 8 28.3 25.2 21.2 7 2.6 2 7.3 6 9. 7 
2003 1190 24.6 I 9.2 I 7.5 2 9.6 23.7 22.6 80.2 54.4 50.8 
2004 526 22.1 2 1.1 1 7.2 25.9 25 5 21.8 35.1 41.7 46 
2005 2241 22.6 2 1 1 9.6 2 6.8 25.9 23.7 32,5 50.8 40.1 
2006 2456 23.2 2 1.8 1 7.9 27 25.7 22.7 35.1 43.8 6 6.6 
2007 1059 22.8 20 8 1 7 9 2 7.3 24.8 23.2 6 1 4 7.4 7 6.9 
2008 4245 24.5 22.7 20.1 28.3 26.8 25.3 31.4 40.4 63.9 
2009 I 91 6 24.2 22 1 7 2 28.9 28.1 21 6 82.5 88 6 41 
相関 係数 0 446 0.186 0.4 7 1 0.158 0.151 0.62 9 -0.331 -0.041 0.204 

年 飛スキ散花総粉数 横手市前年 9届日平 均下気旬温 横ユ上こ且旬i 前年 9中月旬平均最高下包旬』国 憤手市前年 9月日陳時間
上旬 中 上旬 中旬 下旬

1999 312 22 6 22.2 20.8 28 2 7.4 23.9 78.8 41.5 10 
2000 4393 23 2 1.1 20.1 2 7. 7 24.5 25 56.1 I 0.5 56.2 
2001 1 I 9 9 22.5 22.9 1 a 26.4 2 7.6 22.3 2 9.7 62.3 28.6 
2002 1558 2 3.1 2 1.2 1 4.8 2 7. 7 25.3 2 1.3 60.4 23.3 64.7 
2003 4135 24.3 1 8.8 1 B.6 JO 23.6 2 1.4 6 9 2 4 7.9 39.7 
2004 1874 21.8 21 1 6.5 26.7 25.8 2 1.4 33.3 4 4.1 42 
2005 4684 22 3 20 9 1 9. 6 2 7 6 2 6.9 23.7 34.1 57.1 23.2 
2006 4 7 8 1 23.3 2 I 7 1 7 4 2 7.6 2 6.8 22.6 28.6 40.4 60.8 
2007 1094 22.7 1 9. 7 1 7 28.4 24.1 23.4 58.6 36 71.5 
2008 4960 24.4 22 4 1 9.5 28 8 2 7.2 25 5 3 7.9 55.2 65.8 
2009 7060 23.8 2 1.3 1 5. 7 29 4 28.1 2 1.1 70.4 78.2 39.3 
相関 漁数 0.586 -0.0 95 -0.053 0 506 0.207 0.041 -0 07 8 0.37 5 0.152 
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4.考察及びまとめ
スギ花粉は雄花で生産され，その生産量は前年

夏の気象条件に大きく影響される丸今回， 3箇

所の 11年間の平均では内陸北部 (3972個）が最

も多く，次いで内陸南部 (3277個）及び沿岸部

(1603個）の順であった。これらの箇所におけ

る飛散の背最としては，全国ーである本県のスギ

人工林面積”の地域差に加えて前年6月の気象因

子，及び調査年の風向等の気象条件が大きく影饗

していることが推察された。また，年によっては

の違いなどが同飛散数と各月旬の気象因子との

相関に大きく影響することが再確認されるとと

もに，今後とも長期予報情報等の基礎資料作成で

はこれらの点を十分考慮することが必要と考え

られた。

なお，今後ともスギ花粉症患者の発症予防対

策及び生活の質の改善などへ寄与するためには

同調査，並ぴに精度の高い予報や情報提供などを

継続することが重要と思われた）

同一年の開始月日，ピーク月日，及び終r月日の なお，本報告の概要は，第 50回東北医学検査

それぞれの中で共に同じ月日が 2箇所以上みら 学会 (2009年 10月 31日～I1月 1日：秋田市）

れたが，その一方で 3箇所とも開始月日等が異な で発表した。

る年もみられた。今後，これらの各箇所，及び周

辺地域の気象状況をさらに詳細に比較検討し，そ 参考文献

れらの結果をスギ花粉飛散予測や情報提供作成

等へ有効活用したいと考えている。

また，これまでのスギ花粉飛散数と前年気象因

子との相関についてみた結果，大館市は前年 6

月上旬の平均最高気温との相関が最も高く，秋田

市及び横手市は前年 6月中旬の日照時間との相

関が最も高かった。また，東京都の報告 4)では，

花粉数と気象因子との相関係数では 7月上旬の

最高気温が最も商く，次いで 7月中旬， 8月中旬

の順であった。このように地域における気象状況
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